
第４回越谷ごちゃまぜの会

インクルーシブな街づくりを目指して

歩未グループ

専務取締役 丸山悠太

2023年11月12日



児童発達支援事業
放課後等デイサービス
ってなに？



大変な思いをして出産。
大切な子どもが障害を
持って生まれた。

悲しみ
不安

絶望

障害があっても、障害
に合わせて医療・教育
の必要があるよ。



児童発達支援事業
放課後等デイサービスとは

•障がいのある子ども（未就学児は児童発達、就学児は放課後
等）に対し、保育園や幼稚園のような生活の場を提供しながら、
トイレや着替えなど日常生活の動作指導、集団生活での適応支
援、社会的に自立するための訓練などをおこないます。

•子どもの成長をサポートするかたわら、一時的に子どもを預か
ることで家族に息抜きの時間を与えるレスパイトケアや、身近
な相談機関としての役割も果たしています。



特徴１ 重度心身障害児・医療的ケア児

〇利用者数２０名
〇定員１０名
重度心身障害児
ー７人ー
医療的ケア児
ー９人ー
発達障害児
ー２人ー



特徴２ 経験

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
初詣 節分 ひな祭り 進級式 消防訓練 運動会

新年を祝う会 みそ作り ホワイトデー 母の日 端午の節句 虫歯予防デー

書初め バレンタイン お花見 いちご狩り 愛鳥週間
梅林公園 卒園式 父の日

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
七夕 すいか割り お月見 遠足 大根掘り クリスマス

夏まつり おばけ屋敷 お買い物ごっこ ハロウィン 秋祭り うどん打ち

敬老の日 年賀状



特徴３ 外部との連携

• 幼稚園、保育園

• 入学前の学校

• 病院

• 自宅

• 相談員



身体・知的に障害のある人は５４５万人

子どもは

29.7万人



相談できる環境

子どもが障害認定を受けました。
何をすればいいの？どこにいけばいいの？
障害認定され、それを受容できない状況。
埼玉県では地域センター、越谷市では基幹相談支援
事業が始まっているが・・・。

課題
「３つのポイント」

基盤

医療・介護分野のように治療、改善度のスコアがない。
デイの量は増えているが質が低下しており、選択肢の
幅は広がりづらい。

障害への認識

認知症のようにみんなに可能性があるわけではない。
そのため認知されづらい。外に出たら「可哀そう」と
言われることも。障害があってもみんな可愛い子ども
です。
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ミッション

基盤作り
最低限の知識・技術のもと、各事
業所の個別性を発揮させていく。
選択肢の幅を広げる。

相談できる
環境

障害の認識

窓口の作成。
SNSや住民どおしの関わり。

啓蒙活動による地域住民への周知。
生活レベルでの変化。

課題

１

３

２

方向性

・医療センター等で使用されている
ツール（基準）を使用

・研修機関の設立

・啓蒙活動
・デイサービスからの発信

・医療、介護連携窓口（仮）
・家族会による関わり

プラン



クリエイティブ文化祭




